


















る， NTT jJ5IEX2cと， ASCIIが公開している ASCIIp四郎2ε があります.筆者が通
常使っているという理由から本記事では NTTjoo邸むについて書きますが，本記事で取
り上げることは ASCII版の poo邸 2eでも問題なく動作すると思います2
まず， 00邸 2eと聞協209の違いで最も目につくのが，ファイルの最初の ¥document
と，追加スタイルに関する記述でしょう. J5IEX209では文書の最初に通常次のように書い
ていました.
¥documentstyle [a4j] {jarticle} 
これが，政Ii芥2eでは次のようになっています.













¥usepackage [dvips] {graphicx} 
¥usepackage [dvips] {co1or} 
¥usepackage{psfrag} 









書体 E会耳VC209 ~2E 出力
ローマン体 {¥rm text} ¥textrm{text} text 
ポールド体 f¥bf text} ¥textbf{text} text 
イタリツク体 f¥it text} ¥textit{text} t巴xt
サンセリフ体 f¥sf text} ¥textsf{text} . text 
















2 graphicx， color， psfragパッケージの簡単な紹介











ここで 1つ断わっておくと，これらの先進的なパッケージはその機能の多くを dvifile 
中の special命令によって実現しており，その special命令のほとんどが dviwareの1つ
である， dvipsの機能に依存しています. dvi(DeVice Independent)はその名の通りデバ
イス依存ではないはずなんですが， 1生可予定2ε の世界では dvipsが標準となってしまってい
ます(デバイス依存ではないですが dviware依存になっていますね).当然， X-Window 




dvips -f s祖 ple.dviI ghostview -



























































bb=Xj Yj X2 Y2 I PostScriptファイルを取り込むときの bour向 box




















¥includegraphics[bb=220 435 400 550，scale=2.0，clip]{xv.ps} 
これは本当に簡単な例ですが，もっと複雑なことも可能です.例えば，
¥includegraphics[bb=220 435 400 550，祖gle=45，clip]{xv.ps} 
は回転の例です.
この回転は ¥rotateboxコマンドを用いても可能です.
¥includegraphics[bb=220 435 400 550，臼gle=45，clip]{xv.ps} 
を.
¥rotatebox{45}{¥includegraphics[bb=220 435 400 550，clip]{xv.ps}} 
としても同じ効果が得られます.例えば，











rgb I RGB(Red， Green， Blue)方式による色の指定.















く)のどれかです.また. color specificationはそれぞれの色の要素を orv 1.0で色要

















¥vbox to 2cm{¥hsize=O.4¥textwidth% 
¥begin{eqnarray本}


















































posn 四郎2e の文字列のレフアレンスポイントです. t(ωp)， 








































この文書は Linuxが動作している IBM-PCjAT互換機上で作成しました. Linuxは
Slackware 3.1をベースに日本語のソフトウエアを追加して使っています.エディターは





などが出来てしまいます9 一度，この環境にそまったら，もう， mule + SKK + auctex 
以外の環境で四郎しようなどとは思わないくらいいい環境です.
dviファイルのプレビューは通常は xdvik18fでやっているのですが，今回のような文書
の場合， xdviでは満足にプレビュー出来ないので， dvipsk 5.58f + ghostscript 2.62j + 
ghostview 1.5を使いました.
dviファイルの印刷には主に， dvipsk 5.58fに jkit1.1のパッチをあてたやつを使って
います(プリンタに応じて ghostscriptも).今回はカラーということで， Sony TektronIx 
の Phaser550Jというプリンタを使ったのですが， dvipsk( + jkit)では全然印制してくれ
なかったので，英語版の dvipsで日本語の pkフォントを使って印刷しました10 それでも
上手くいかず，一部フォントのメトリックかなにかが狂っているように思えます.





lONTT jτEXでは日本語の pkフォントさえ用意すれば，日本語に対応していない dviwareでもプレ
ビュー・印刷lが可能です
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